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問
題
打
切
り

駐
留
軍
施
設
で
再
接
牧
の
可
能
性
も

讃
和条
約
発
効を
ひ
かえ
、
各
地占
領
卑
接収
の
翅
造物
の
返
還
か問
題
とな
つ
て
い
ると
き
接
収解
除
後
京大
楽
友会
館
の

部
をC
・
1
・E
図
誉

爺
が借
用
す
ると
い
うこ
と
が
伝
えら
れ
、掌
内
に
も賛
由
の
両論
ひお
こ
つて
いた
が
、
こ
のほ
ど
そ
れは
打
切
り
とな
り
、全
面
的
幽
還
のみ
と
お

しが
強
～、な
つて
3
た。

楽
友
会館
(現
在
占
領
堀
下
士官
ク
ッ

プ
)
の
と
なり
に
あ
つて
、
も
つと
も
そ

の壽

畏
求運
動
が活
龍
で
あ
つた
京
大

掌
生
寮
で
は三
月
C
・1
長
図
術
館
の

件が
お
こ
ると
、
すぐ
総
務
が特
別
調
達

庁泉
都
支局
を
訪
れ真
意
を
と
うた
と
こ

ろ
「返
還
す
るか
ら
その
か
わ
りに
C
。

1
・E
に
借せ
と
い
うよ
う
な
憂換
条
件

C
・1
・E
と
の
自
土
蘭
な
契
約
関係

一た
」
と返
答
か
あり
、
ま
たC
・1
・E

図
潜蝕
側
と
し
ても
楽
友
会館
へ移
転ず

る
の
をと
り
や
め、
他
鍵
物を
使
円
ず
る

旨
の
意岡
が
あ
きら
か
に
な
つて
こ
の問

題
は
自然
消
識
の形
で
、
全面
飽
窓
還の

み
とお
し
が
強
'・な
つ
た
。

魔

い。
あ
く
毛
こ
の
問題
箋

と
甦

衷
つ
覆

凄

生課
で
は
藝

日
独
会
館
が
先
に
返
還

「後
に新
入
牛
に発
哀
'
ると
語
って
いる

今

年
は

三
十

名

買
天
掌生
寄
個舎

生々
を
寡纂

京
六寄
宿
省
くは
恒
例
の新
舎
重
募鎖
を

行
う。
出
願期
限
四
月
一日
よ
り四
月
十
五
日午

優
四時
ま
で
、願
己
、
身士
申
告
而、
手

札
型写
頁
を
期日
甲
に
寄宿
舎
事
務室
に

捏
出
のこ
～
(願
茜
用
紙
イの
他
必要
函

類は
寄
循
書亀
務
室
にあ
り
)
墓緊
人
髄

三十
名
。
面接
は
四
月十
七
-
十九
日
、

発表
四
月
末。

今年
の
㎞暮
資
格
と
しで
新
制
二、
三
回

生お
よ
び
臨編
生
(た
じし
医学
部
は
例

外
と
し
て
新制
四
回
生も
み
と
め
る)
に

かき
る
。
した
が
つ
で新
制

回生
お
よ

び新
制
四回
、
旧
制
一一回
耳
は
恥募
L宕

な
い。

明
し
た
三月
二
十七
日
以
嘆
文
学
部学

生
自治
会
は
活勒
を
は
じ
め
=
、
いか

な
る理
由
で
も、
両
氏
の辞
表
間
題を
解

決
に努
力
し
な
いの
は
学部
長
、
王恥
の

賢仔
で
あ
る
。
一、
岡
獄授
は
日
本史
軟

聚 斤一
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樂友会館

京大
当
局
とし
て
は楽
友
会
館
とと
も
に

稟
「条
の
日独
会
館も
あ
わ
せて
蛮

を

関係
筋
、
交部
雀
の方
へ陳
催
して
い
ろ

が、
現
在
の面
雷
の
利用
度
か
ら
hつ
て

日独
会
館
の万
が
楽友
会
館
よ
り、Oき
に

返
還
さ
れ
ると
の
み
かた
が
強
い。
ま
た

安尿
条
約
や行
政
協
足に
も
とう
ー、駐
留

期施
設
と
して
再
接
収さ
れ
る
司能
性
も

いぜ
ん
と
して
大
き
いと
も
み
られ
て
い

る。日
独
会館
は
泉
都大
学
の
所肩
物
で
は

た闇い
が
墾
剛京
董
く学
へ審贈
」3る
約

束
が
で
きて
お
り弦
蜜
る
尾
の京
大
に

と
つ
ては
ぜ
ひ
淑還
し
て
ほ
し
い婬
物

と
い
われ
、
建
物坪
数
約
「百
璽

数

整
は
一、
二階
に六
つ
、
坪数
に
し
で

六
十
四坪
へ
璽
か
二
つ
、六
十
五
坪

'
の
他研
究
教
堅、
研
究
至
図
嘱
摩

扇
務
至
幽
台
など
が
あ
る。

楽
友
会
館は
京
大
校友
の
た
め
の笈
築
や

球
戯
奉
まで
あ
り
、戦
前
は
鞍授
会
、蟹

親
会
、
コ
ンパ
、
ゼ
ミナ
ー
ルな
ど
が酪

ん
に
ひら
か
れ
て
いた
。

服
部

学
畏

談

C
・1
・E
の
方
はは
つ
き
りう
ち
きり

に
な
つた
。
わ
れ
く
と
して
は

刻も

弔
〆、吻万
ど
も
返
し'
ほ
し
いが
、
相手

が
相
アだ
け
に
思
うよ
う
に行
力
な
いの

が
残
念た
。
宇

治

寮

ほ

"

=

室
のた
め
慣爵
に
処
しぐ
ほ
し
い」
と
闘

明
し、
勤蔀
長
、
主事
ら
に
接渉
を
開
始

した
結
果
、国
分
王
餌
は、
「追
放
解
除

者で
も
戦
時甲
の
行鋤
を
反
省
して
い
な

け
れ
は
復
帰に
は
反
対ず
る
」
と意
向
を

完
成
・轟
嘲響

昨
黛
永
着
⊥
し
た
、
蓑
嘆
山
の
南
に
位
ず

る
牢
冶
分
校
寮
は
ほ

Ψ
亮
販
、
あ
～
は
壁

の
t
亟
り
～
残
9
た
け

ら
な
.
た
。
一一階

建
、
へ
畳
間
二
十
契

収
容
人
顛
は

室

二
名
、
四
↑
名
び
各
部
屋
k
は
ム
棚

曽ヒ

ー
々
1
烹
で
も
う
け
ろ
れ
て
い
る
。
な
お

一
入
罫
の
現
則
・
f
続
等
は
巣
だ
艮
体
的
に

示
し
、
佐保
田
学
部昆
は
「萎

の

後
任
は
学外
か
ら
適
任者
を
宏
める
」と

発
表
し
、
=日
の
獄授
会
に
持込
ん
だ
も

ので
あ
る。

㎜柵㎜㎜㎜㎜㎜㎜●9

補
導
部
の
代
り
に
学
生
部

灘

錘

ε
井
上
莚

農
丙
定

'

井上教捜

 

つ
いに
新学
年
匿
へも
ち
こ
しと
な
った

京
大
補
導機
構
改
革
屯四
月
一日
の
補導

会
議
乱
急速
に
具
体的
な
ま
と漢
り
が
み

え、
凹融
終飽
な
決
足は
次
回
八日
へ移
さ

れ
た
が
、現
在
の補
婁
部
を廃
し
て
、
掌

生
部
を
新た
に
齢
ける
凝
が
内定
し
た
。

こ
れ
に
よ
ると
掌生
部
は
掌牛
課
と
配生

課
の
二
つに
分
れ、
学
生
部長
が
親
在
ま

で
の
補
導部
長
の役
割
乞果
し、
各
掌部

分
校
か
り
一名
ず
つえ
ら
は
れた
九
名
の

委
員
か
これ
を
補匠
ず
る
。原
則
と
して

[掌
辱
部長
は
学
内よ
り
え
りば
れ
、
今
の

と
こ
ろ
第
候
禰
は#
r
吉
之護
掌
部軟

授
(評讃
爵
、
兀掌
些
部
長
)で
あ
る℃

な
お
補
導会
議
は存
続
さ
れ
るこ
と
に
な

り
、
霞
要な
融
柄
につ
い
て
のみ
会
議
し

決
足
を
なし
う
る形
に
な
つて
い
る
。

学
長
三
分
間
の
告
辞

=十
七
年度
京
大
挙禦
式
絡
る

二f
七
年度
京
大卒
嘆
生
一、
六
四
五名

を
送
る
卒肇
式
は
一一月
=
ー四
日
、
午
削

尋
時
"り、
本
飾大
ホ
ー
ルぐ
行
は
れ九

名
誉
教
投多
畝
のお
列
衛で
、
賂
入
な式

曽-
経
済
掌
部
二六
七
(一)、
農
掌部
一七
九

附
属
医
掌専
問
剖
六〇
(八)、酬
}立
よ
り

の
累
計
四九
、
〇
八
一(七
九
)

十
四
日
λ
学
宣
誓
式

二十
七
年匿
京
大合
格
書
の
寛四
式
は
四

月
十
日午
前
九
時
本館
六
ホー
ル
で
行b

れ
る
。式
は
学
漱
演奏
、
学長
告
辞、
ス

学
生
買幽
、
竃
嗣資
署
名
の順
で
行わ
れ

る
●

[陽
極
騨
韓
幾
謝

例
年
掌会
な
ら
四月
中
旬
から
五
月
に
か

け
て
がシ
ー
ズ
ンだ
か
、
今年
は
皐
くも

四
月
一日
か
ら
日本
外
科
学会
、
産
婦人

科
学
会、
日
本農
学
会
な
どが
各
地
てひ

ら
か
れた
。

京
大
σは
一日
から
三
日
まで
外
科
掌会

が
本
部法
凄
賄
.、
扇
=
獄帰雫
大
ホー

ル
を
つか
つ
て参
会
嶺
約
=千
人
、
日本

中
の外
科
医
ひあ
つま
つて
は
な
ぐ
し

い
研究
報
皆
や的
論
か
行わ
れ
㌃

法
磨第
一歎
室
は大
会
協
で報
告
と
一し

よ
に映
面
、
ス
ソイ
ド
も堕
写
さ
れ馬
あ

ふ
れた
参
会
看
は休
憩
覇
にあ
て
られ
た

第
一、　教
嬰
で
お条
を
の
みな
が
ら
マイ
ク

「で
きけ
る
と
い
う
いた
れ
りつ
く
せり
の

酸
備。
す
し
屋
や痒
食座
ま
で
出張
、
掌

会
よ
り京
都
見物
と
医
書出
版
社
の
サー

ヴ
ィス
パ
ス
でで
か
け
る人
々
で
本部
遇

辺
は
三日
間
絡日
ご
つ
たが
え
し
て
いた

専

あ
つた
か・
壁

長の
・
豪

簗

盆
り
つ型
破
。
の
もの
で
あ
つた

な
お
各学
部
卒
業蚤
数
は
次の
通
り
。

一カ
ッ
」内
は
女
チ。
法
字
部三
一五
(四
)

驚

雲
)癌
諜

ハ諺
【胃

奈
良
本
、林
屋
氏
留
任

襯英
米
π
掌
の葎

脊
もグ
ル
ープ
とい
わ

一れ
て
い
る。

一
則
ヰ慶
教
職
巖
の
解
除
o行
れ
た
瓦

費
、国
分
L
嶺
は岩
根
比
(踏

『
の

立
命諏
票
備
隊謬
課
長、
巌
)
襲
～

「
小
射
氏
(同副
参
謀
長
)、
糎
吟
民

結
婚

式
も

O
K

窟
六
職員
会
館
〃京
園
"
生る

京
大臓
猟
の娯
棄
鵬
賢
のた
め
の職
樋
会

館
が四
月
「日よ
り
発足
し
た
。

京
大
正門
近
く
の
旅館
〃束
園
"を
借

りた
も
ので
、
個
室十
、
応
接塞
一で

臓
鰻
の
結婚
式
、
葬儀
の
贈
労な
ど
の

会
合
や
婆臼
に
利用
で
き
、
碁、
将
模

入
浴
な
ど
リク
リ
エ
ーシ
響ン
の殴
備

も
と
」
のえ
、
尋
五人
稗
匿
の宿
泊
も

で
き
る
。
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-日
に
麦
付

.O
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

いた
奨
掌
貧金
は
、今
節
も
衷た
会
計
年

度
廻
新
に
ょ
る送
金
趣延
の
た
め、
交
付

は四
月
下
旬
にな
る
模様
で
あ
るo

昨
年
匿
は
会計
課
で
[人
千
円ず
つ
立
て

か;(て
憂
付し
て
いた
か
、
圓好
会
、
交

学
部
掌
友
会代
表
の交
渉
に
より
、
今
年

も学
生
課
生活
侵
に於
て
、
一百
よ
り
定

鰭
　千名
に
か
ぎ
り
一千
円
前』瞥し
ず
る

こ
ζに
なつ
た
。

法
掌
部
田中
勇
君
朕

紺
年
のこ
と
だ
から
も
つ
と前
も
つて

具
偽
菊を
た
て
Σお
く
べ
きだ
。
あ
て

に
して
い
た
の
に非
儲
に困
るo

成
績
は
昨
年
を
上
回
る

悲
醤
こ
も
ご
も
の
京
大
入
試
発
表

二十
七
年
度京
大
合格
春
発
表
は、
予
定

より
「日
早
く三
月
一一十
日
午後
一鱒
、

各学
剖
}せ
いに
行
われ
た
。発
表
当
日

の風
漫
は
例
年の
如
く、
悲
囚
こも
ご
も

で
工学
部
合絡
毒

ホ
の前
で
は、
年
頃

西
ーー・ら
い
の婦
人
が息
子
の名
前
の
潮

に
,
色合
ぜ、
有
嫌
つ、
有
嬉
つ、
を
く

り
幽
凡し
て
い
ろ企
か見
受
け
られ
た
。

本
h眩
合
格
煮
の得
点は
一般
に昨
庇
匿

美
13上
回
り
、群
緬
≠
部
しは
最
薗九
・

一六点
、
騒
低
七一ニム点、
昨
年
は八
八
九

点
ご七
=
鶏

.な
つ
てお
り、
獄
よ
り

質
の戦
い
で
あ
.た
こと
か
う
かが
わ
れ

⇔
。な
お
合
絡考
は
千
三百
余
名
(女
チ

一ごー
〈
名
)
工掌
削
辺築
科
に初
めで
女

子
ひ

名ム鼠
じ
て
いる
。

清
水
、
堀
田
氏
入
洛

十
=
日
、
婦
人
公
論
慶
読
者
大
会

甲
笑
公
論
位

.」
は
婦
人
公
説
の
慶
貌
沓
大

会
き
ト
=
日
五
時
よ
り
京
都
新
聞
会
館
で

十
一一F日
入
阪
朝
目
会
鋸
で
、

「醒
演

ζ映

画
の
夕

噌
く
し
て
ひ
ら
く
。

講
勧
は
暁
出
奮
伽
氏

(文
学
に
つ
い
て
大

切
な

馬
監)
汽
次
光
治
艮
民

(人
聞
の
幸

福
)
純
・
畿
人
郎
伐

(調
瀞
に
つ
い
て
)

映
幽

〃
緊
人
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
〃
な
お
入
湯

曹

は
顛
剃
。

ー

巾
幽

㎜剛暫冒1ー

期
待
さ
れ
る
調
査
報
告

追
放
教
授
の
復
帰
認
め
ず
で

鯛
致

立
命煎
天
学
文掌
部
目広
史
の

奈
良本
辰
也、
林
屋
辰
二一郎
商

教
投は
文
学部
内
の
人恥
問
題

に
朗
を発
して
三
月
十六
日
佐

保
田掌
部
長
に辞
表
を提
出
し

た
か、
四
月
二目
の
教授
会
で

「追
族解
除
敷
撲
の御
籍
や
発端
と
な
っ

た
掌
円
人脇
問
題
をと
り
下げ
る」
と
い

う
佐
医
田掌
部
長
の発
竃
否
万鑓

致
可

決
し
、
問題
は
噌おう
の
解
決を
見
た
。

こ
と
の
おこ
り
は、
萸
米
文学
の
教
授

が
昨
年漣
以
蓬
席
の
ま
、補
允
と
れ

て
h
な
か

っ
た
か
、
最
地
、
立
節
大
内
【

の
某
教
授
な
む
か
え
よ
う
～
し
た
r
己

に
あ
る
。

も
と
も
と
、
立
筋
館
大
掌
ぐ
は
沢
川
総
長

落
は、
め
、
竺
部
を
中
心
乙ず
る肇

・歎
授
∴た
い♂
る
部
敦
冒の
反
感
ハ
つ

一ね
に
底流
」

右菰
掌
妬
や・
立
命貴

活
発
な
行
動
続
け
る
タ
〈農
村
研
究
班

蚊1立命冑_____掌 習院 大

高
山
氏
は
辞
任
か

形
式
的
に
止
ま
つ
た
円
満
解
決

い
わゆ
る
京
郁掌
派
の甲
の
.
}るの
で
はな
い
か
む
の
{か
た
ひ強
ー、な

人
てあ
る
轟
山岩
男
比
の掌
翌
　つで
き
て
いる
。

院
大学
就
任
につ
い
で
の浦
爪

説
太郎
敦授
りの
反
対問
題
は
[

安
部院
長
と溢
永
氏
ら
の詣
合

い
で円
爾
に解
決
し
たと
伝
え

られ
て
い
たか
、
高
山比
は
藏任
し
て
も

お
てら
く
=、
色
ヵ月
で
辞
表
を提
出
ず

発
令
は
四月

日
であ
る
ひ
高U
氏
は
同

大
学
へ
「教
搬
に
は出
た
ー
な
h」
旨
の

回
答
を
おー、つ
て、
同
様
な問
題
ひおさ

て
い
る
各地
大
学
へ徴
妙
な反
轡
タ
ヲ先

て
い
る。

一裏

農
観

箒

は
、
三
皐

旬
聚

活

追
放
)
ら
の
自
動
的
復

鮒
ひ
発
菌
し
た

7
と

ひ
あ
り
・
さ

ド
に
H
ム
更
教
繁
の

一溌
為
動
.r6
紳
け
て
い
る
。
ず
邸」
に
ー
数

前
鋭
な
ど
ぐ
の
翻
溌

嶋活
動
r
対
ず

る
一
班
ひ
、
調
倉
を
終
え
で
帰
戻
L
て
を
り
、

窮
魏

剖内に理
。れ二
雛

鰐

観ボ纏

還

豪
良ム
、
林屋
噸
教
授
の埠
々
提
呂
ひ判
7形創
酬
究
会な
ど
連日
ほ
と
ん
ど倣
駕
」

練
囲
し
、
震
肩
り
人
達
の
は
駄
φ
ら
か
ね

で
出
癸
づ
ゐ
。
各
必
と
も
農
村
ぐ
は
劉
編

な
居
頒
ゐ
愛
け
相
当
礁

う

〉
」
ん
た
研

究
ろ
行
っ
て
い
る
橡
.ナ
ぐ
、
こ
れ
ら
の
報

告
る
き
と
め
'
展
ホ
ず
る
文
化
祭
か
待
た

れ
て
い
る
。

審
が
や
つ
て来
た
。

照
緻
の
咲
/・季節
で
あ

る
。
こ
れ
は
とり
も

な
お
さ
ず
徳利
を
ぷ

ら
ざ
げ
て
浮か
れ
だ

す
こ
と
を
意味
し
て
い
る。
花
見:…
。大

いに
結
欝、
酒
:
3も
ち
ろ
ん
結樹
で
あ

る、
し
か
し
一つ
一一つ
苫
劃
が
あ
る▼
艮

く
い
わ
れ
るこ
と
だ
か
、
酒
蜷
りの
俵
の

取
り
敵
bさ
れ
た
巣
物
の
皮
や
、折
請
の

田
で
あ
る。
花
に
さ
そ
わ
れ
て浮
慣
の
疲

れ
を
忘
れて
い
る
の
に
曜
詰
の空
幅
に
つ

ま
づ
・・のな
ど
は
余
り
肩
鑑
くな
いし
、

紙
屑
な
とか
所
か
ま
わ
ず
投
捨
てて
あ
る

のは
不
潔
しあ
る
。
日
本
人
は衛
生
観
念

に
ζP

一～
は
良
/、云
わ
れ
るこ
と
だ

が
▼
先
b、
神
戸に
艦
団
赤
痢が
発
生
し

た
時
、或
る察
大
生が
〃我
は々
西
部
食

堂
の
ろ
くず
つ
ぼ
洗
い
も
せ
ぬ茶
腕
で
飯

を
喰
つ
て
いる
か
、も
し
一人で
も
赤
痢

愚
者
秘
出れ
は
ど
うな
る
の
だ
"と
、
猛

烈
に
醤慨
して
い
た。
し
か
しそ
の
後で

彼
は
こ
う云
つ
て
衛
恵
が
つ
て
いた
。
々

こ
の
前
のス
キ
コ
ン
(
ス
キ
ヤ
キ
・コ
ン

パ)
は鍋
か
な
か
つた
の
で
洗面
器
で
や

つた
か、
味
は
叉格
別
だ
つ
たよ
`
と
▼

長
い
間
洗
つた
こ
とも
な
く、
そ
の
前
に

た
い
た時
の
飯
粒
ひ底
に
ごび
り
つ
い
て

いる
鍋
仁飯
を
た
き、
部
醗
の隅
に
こ
ろ

が
つ
て
い
る
ハシ
をぬ
ぐ
い
もせ
ず
に、

そ
の
謙
」使
つ
て飯
を
す
ま
した
経
験
は

き
つ
こ皆
の
・三
いや
ほ
とん
ど
全
剖
の

学
生
の持
つ
て
い
るも
の
だ
るう
。
そ
し

て
ての実
、
非
衛生
た
、
など
と
思
いも

し
な
い
ので
あ
る。
そ
れ
で
いて
食堂
の

問
題
とな
O
r眼
の色
を
変
えて
〃非衛

生
だ
"と
攻
塒
ヨ
るの
で
あ
る▼
と
い
つ

て
西
部嬉
マ
代
表
と
ず
る学
内
施
殴の

非
摯

鴇
臥
硯」
る
わ
け
には
い
かな

い
。聯
h
名
劾
には
衡
些
委働
倉
と
名附

け
り
各
宰部
の
斤墜
ぺ
5
含
む掌
内
衛生

の
磯
悶の
あ
6
♂
う
明
副
して
あ
る。

ζ
4ー名
八
の
h偶
4

」つか
つ
て
い
る

た
け
八
ー
、
西剣
ご
載
の々
鯉
醸
と
い

う
し
'
考
・'、,
い九
た
きた
い
o
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=
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の肇

なあ
動罫

峯

張

面
化
9
る
こ
と
ひ
あ

、
た
。

r
と
に
交
掌
部
『
、は
錐
晶

「説
林
」
の

L
捜

ひ寄
隔
衛
こ
あ
る
甲
国
ダ
学
、
国

交、
な
あ
警

喜
保
畢

翼
、

国
分

↓
融

っ
を
中
心

」
し
て
、
日
本
足

な
ど
の

進
歩
凶
教
冒
に
対
抗
し
で
い

た
。

て
し
て
こ
れ
つ
は
、
出
版
枇

、日
傷
付
」

グ
ル
ー
プ

(
枇
長
大
田
義
男
域
-
兀
立
命

綴
雛
麗
灘
鰭
臥

き
な
い
も
の
ぐ
あ
る
か
、
ぞ
れ
よ
り
大
"

な

」
～
は

体
誰
の
た
め
に
、
何
ら
九
め

に
勉
強
L
、
劉
理
を
換
死
ず
る
か
、
と
い

こ
ど
か

播
加
腎
の
こ

島

あ
る
よ
ろ
う

に
お
偽
え
ゐ
。
(
四
)

た
い
て
い
の
人
か
大
装
に
入
る
L
き
に

は
ナ
は
⊃
し

、
夢

理̀
想

」も

つ
'
入
つ

て
ー
る
乙
、
ぎ
年
や
四
年
呼
一つ
中
r
ー
、づ

れ
る
カ
ブ
多

い
。

裏
面
的
に
ら
内
在
晒
に
も
大
掌
の
封
翅

牲

で
い
う
の
ガ
伽ぴ
'
・か
舜
り
新
,ハ
讐
畦
り

謹

ゴ
八目
は
カ
'
み
.に
.、
つ
r
行
き
、ま

だ
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
、更
理
賄
探

究
ず
る
の
か
、
考
え
な
い
人
は
結
ー0
大
掌

の
何
算
間
と
い
う
も
の
轟
た
サ
蹴
臓
や
世

聞
顧
r
臼
利
な

枚
の
彫
録
力
ー
ド
ー

,.=

°呂
ー

乙
O

■言O～

&3

}叫""

〇一〇㍗

も

■噌●

o,」t

。o「一7

&
71

㌔嘲齢
京
大
入
学
者

一
覧

ニロ
ヱ

さロ

を
く

コロ　

ミ
ユ

國闘U拝

ー

ロココぎ
コさ
ヨコ
ほロコロきお
ヨココ
おコニき
ロ

学

園

評

論

;
=,一一=一一一一層一=■一一一響一=

一̀幽一=一一=一6

新
し
き
出
発

(
一
)

桜
の
花
も
や
かて
咲
こう
と
して
い
る

み
」
っち
い
京都
の
天気
も
ど
うや
ら
春

の
てれ
に
な
つて
き
た。

四月
、
そ
れは
希
望の
月
であ
る。
掌

園
にと
つ
て
は新
し
い出
発
の月
で
も
あ

る。や
か
C
大掌
の
門
には
難
関を
築
破
し

で
副
ぴ
に
胸あ
ふ
れ
る新
入
牛達
か
や
つ

て
ー、る
。

1

あ
こが
れ
、
てし
'
希望
。
野
心。

照
想
。
てし
て
「奥
理
」
とも
と
め
て若

人
逢
はや
つ
て
ー、る。
ー
大
孕
、
四月

の
大
学
に
始
年
〆
り
カ
ズ
さ
れ

る
風
換
㌧

あ
る
。

(
=
)

だ
が
、
大
学
と
い
う
の
は
果
し
r
そ
う

い
う
純
な
、
大
盟
含
も
つ
た
、
理
攣
的

な
↓
翼
理
」
の
換
駅
を
め
ず
ず
新
入
姓
達

の
霜
望
ζ
バ
い
う
る
と
こ
ろ
な
の
た
ろ
う

か
。一
九
五

年
、
昭
和

9ト
ヒ
毒

`
のう

ご
の
年
r
、
八"
」
噺
各
掌
部
、
各
敦
至
の

徒
弟
的
ホ
、
封
鐙
遺
制

し
いう
の
は
相
当

根
強

、。
た

も
く
は
」
舞

の
前
ぐ
は

助
教
授
」い
え
ども
タ
バ
マの
は
し
り
っ

か
協
茶
くみ
を
辞
して
は
な
ら
な
い

t
、
臼分
の
ボ
スト
を
あ
げて
も
ら
うた

め
に
他ル
中
傷
し、
崖

に
へつ
ρつう。

掌
術会
議
選
挙
にで
も
な
れば
教
曜髄
ほ

と
ん
..」が
=
週間
嚇三
趨間
も
研
究
ギつ

ち
の
け
、
選
身
亀
整
、
運
動
を
や
る
。
遠

猷
験
に

「
物
理
掌

㌔天
皇
制
に
つ
い
'
」

潔
に
爪

つ
,

い
5̀
た
め
投
鐸
用
力
i
ド
を

註
ズ

問
題

ひ
ご
た
。

屍

問
題
を
出
題

他
の
戦

至
や
回
捧

L=
↓
枚
、
血
d-校

く

し
ア
教
冨
ひ
ど
ん
な
答
雰
醒
翫
ー
尋
プ

は

か
廼
4
る
仕
亀
厚
、あ
る
。

別

1̀
で

曳か
ご
ヂ
ぐ
為

り

㌧
ヲ
ら
か

許
L
r
ζ
れ
っ
の
纐
向
は
と
・
に
理
科

戦
峙
甲

砥

、
わ
れ
ん

、辱
'

㌧
'
筍

一

系
を
ひ
.
♂

。
病
院
く
は
部
長
や
セ
長
の

噸
あ

○
り
臓
時
甲
G
'
お
は
勤
労
動
鈴

、

影
察
に
.琳
る
と
ま
る
で
大
名
旅
行
み
た
い

勉
強
乙
.、
げ
な

な
ノ
た

`
き
に

「駒
労

に
大
げ
♂
ぐ
あ
る
。

こ

'
頁
の
孕
問
」

都
合
よ

使
わ
れ
丸

こ
う
い
う
筋
近
代
的
激
、
大
学
ボ
ふ
さ

ご
rば

?
あ

.
た
。

わ

ゾ
・な

い
理
象
は
年
々
使
り
つ
＼
あ

O

「物
理
掌

ス
皐
制
」
で
は

応
3

β
の

が
、
近
唄
ま
㌦
弦
築
の
君

い
入
達
、
助
す

方
ご
勉
強

し
丸
も
の

仏り
～

を
・q～

}

や
特
研
牒
の
間
に

、
わ
れ
ご

い
る
ご
～
は

「

切
無
琶
の
行
」
で
あ
る
ト

し
い
・
な

、
一り
曳
・に
ね
つ
た
か
も
t
れ
・6
、
か
、

に
か

、
つ
た
つ
ず
ぐ
」
7
の
踏
力
大
掌
か

敦
養
講
緯
k
お
け
る

「物
理
掌
」
堺、
は
こ

会
社

へ
親
切
に
も
職
セ
世
謁
さ
凱

「
島

あ

、
ろ
閂
寧

け
許
、
oれ
て

い
＼

と
h
う

流
し
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

∂
り
む
し
為
々
石
r
る
べ
β
暫
唾
の
も
の

(
ミ
)

で
は
な
か
ろ

つ
か
。
と

い
ろ
の
は
物
理
字

先
掌
年
永
の
新
制

髄回
隼
の
勃
理
掌
の

の
諸
法
剛
や
悼
四
噺
必
要
蟹
ーこ

し
の
で

卒
》
証渇
存
らる
た
め
にす
ご
ず
こと
に

も
な
ろう
。

さ
、
わ

」
に
大
掌
に
は
新
し

n
芽
か
出

ゲ
一い
る
。
京
人
き
例
に
と
れ
は
庶
済
学
部

の
、敦
飛
会
祀
か
わ
る
教
冒
協
謝
会
(講
帥

以
⊥

・構
鼠
)
理
掌
剖
の
赦
¥
会
議

(
学

生
喝
ふ
く
め
て

い
ろ

ん
な
こ
と
を
き
め

る
)
…
…
こ
う
し
た
制
翫
の
外
に
こ
の
冬

中
恥
務
琶
や
教
官
ゼ
、、は

マ
ヤ
ご
ス
ト
ー

ブ
を
た

い
て
、
石
阪
は
凶
"
門¥
や
教
挙

へ

ま
わ
し
た
と
い
(
文
㌧卜罰

・ぐ
う
い
う

こ
と
か
F
が
す
べ
て

「
い
㌧
」
と
い
う
の

ご
は
な
ー
、て
、
こ
の
噸
度

.そ
こ
れ
か
・っ

大
掌
え
ほ
川
と
の
字
門
の
場

亡
し
て
う
ち

砺
て
て

い
/、
一っ
の
ハ
礎
レ
海
る
も
の
で

は
み
か
ム
う
か
。

コ

ロヨコ　

ゆユ　

コほユ

き
ロ
も噂い

【上
ご

岬

「言

・一零:

一智7

・80
塞

■零

・昌.

一皿

想
讐　

理

. 新
し
い
遡
璽

蓄

遭
徳
教商
の
方
法飽
諭
幽
・:
・
:
・
……
…
未
下

冥
存
理縢
の
道
徳

・・
…
・・金苧

嶺

歎肖
に
お
け
る倫
瑠掌
の
地
口
…
…
;
薗川

遺
徳
獄角
の
社張
的
農
衡
:
…

:・…

:
勝
部

迦
徳赦
向
に
於
け
る心
理掌
の
役
割
…
…
・木
糧

直
慾教
禽
方
法
論
・:
・
…

ー
3
…
…
虫
朋

ア
メ
リカ
に
お
ける
道
観教
「-ーの
問題

・…
鴫
沢

ソ
ウ
エー
ト
に
おけ
る
道歓
ご走の教
17・
・
勝
田

烈
椋
新嘱
傷
矧
今
朔
銅
副
理

想

(響
獲
祷大
号
)
稲
6
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社

学生 ・司法 試験 受験者の必携

法
律
学
は
よ
く
難
解
だと
い

わ
れ
る
が
そ
れ
は説
き
方
に

も
よ
る
こ
と
で
ある
。本
講

座
は
各
部
門
の基
礎
的
知
識

を
で
き
る
だ
け平
易
に
、
し

か
も
学
問
的正
確
さ
を
矢
う

こ
と
な
く概
説
す
る
と
共
に

学
問
的
実
際的
に電
要
な
諸

問
題
を
深
くほ
り
下
げ
馬
一

事
項
を
他の
類
似
関
遡
事
項

と
対
比
さ
せて
その
法
瑠
を

明
ら
か
に
する
等
へ
闇
題
を

左
右
上
下
から
と
り
あ
げ
て

榎
説
に
よ
つて
傅
た
知
識
を

一層
適
確な
為
の
た
ら
し
め

よ
う
と
する
。

本
講
座
に
よ
って
法
律
学
を

最
少の
労
力
を
も
っ
て
糟
鶴

で
き
、或
いは
既
得
の
知
識

を
整理
して
閥
題
解
決
の
実

力
を
罫
成し
う
る
で
あ
ろ
う

第
面
配
本

憲

法

工

民

法
債
権
-

商

法
総
則
完

第
二
回配
本

五

行

政

遙
-

商
法

会
社
工

民
事
訴
設
法
-

第
三回
配
本

六

民
法

親
族
-

刑
事
懸
訟
法
工

慧

法

夏
・完 四

月
末鵜
飼
信
成

吾
妻
光俊

石
井
照久

月田
中
二郎

鈴
木
竹雄

兼
子

一

月有
泉
亨

平
野
聾

鵜
飼
信
成

6
9

A5
判
美
装
箱
入各
巻
三
i

西
分
冊
(
一分
冊杓
百
頁
)

価各
巻

三
〇
〇
円
送
三
五

約
高
払

三
二
〇
〇
円

ゴ
面
払
各
一
七
〇
〇
円

縁
際
文
献
醒麗
・索
引
及

表
紙
を
実費
で
差
上
ま

す
一回払
ご回
払の
力
には
贈
呈

巳

巳
●

6

1

●

鈴木竹雄・兼子 一・田申二郎・石弄照兵編集
全12巻・38分冊 一

 

憲行民民民商
.商

政

分
冊

法

鵜
飼
俗
成
2

法

田
中
ご
郎
5

法

総
則
・物
権

川
島
武
宜
2

法
債組
保
物
権粗

吾饗

光
俊
4

法

親
旗
・相
続

有
泉

享
2

法 法

総
則
・手
形

石井

照
久
2

馨
誕

鈴木

民
ヨ
訴
訟
法
幽
牒
懸
撒

破刑

産

法

竹
亀
5

兼
子

一5

簾

子

一
1

法

団
藤

鴫
光
3

刑

事

訴

訟

法

平野
璽
2

國

際

公

法

高
厨
竺
2

國

際

私

法

江
川

英
文
1

労

働

法

石
説

照
久
2

内 容 見 本 進 呈(〒8)
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置

冊B5Y遭 全 一

翻聾胃培風館 ㌘醗

耐辻ソと謂
ヴ彰会
・ エ ガ

科岳ド

繋
門基絡
礪
環
難
簾
難
灘
轟

比
較
抵
掌
、
社
会
科
掌
へ
の
貴

M

竃
㌻
。

霧
灘
騰難

大
塚
久雄
者
増訂
宗
教
'改
革
と
近
代
社
会

西
o
円

灯
鍬
椰畑
棚
二
十
世
紀

の
知

的
冒
険
上
・下
費
八
〇
円

彫
勘
ド
距
権

力

1
あ
歴
史
と
心理
-

天
0
円

断
㌦
臨
藷

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
構
造

一尺
o
円

寝

篶

紬

裁
と

秘

密

警

察

§

円

-
恐
怖
によ
る
女醍
の
技
術ー

匹峯謝 みすず書房 驚解

江
戸
時
代
の
商
品
流
通
三
父
通

鳶

讐

麹
饗
戴
鯉雛
齢欄購
簾

日
本
農

業

ビ
農

業
理
論

 
鈴
木
鴻

一
郎
著

胡
淋横
欝
蹴嘱働
如
論
遡恥
ガ
勃敦
m
鍋m
畑
嬢
鹸
欝
鞭
瑚
茄
㎝

せ
んと
ヂ
る読
蕎
7＼
明防
ば6
鰹答
碁
あ
たえ
る
で
あ
6う
。

日本
図
霞館
協
会

選

定
図

瀦

市

民

革

命

の

構

造

薩
詣
八
郎蔚
二
苔
円

近
世
封
建
社
会
の
構
造

鶴
騒
共著
三
五〇
円

近

世

農

面

史

論

藤
田
五
郎者

=
五〇
円

●図盧目録贈 量●

御 茶 の 水 書 房
リミヨ隠都伸こE日区駿河藍}3-7●振を}勇醒京14774
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闘
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要
説
日
本
文
学
史
A
5判
函
入士
袈

定価

四
三〇
門

古
代
よ
り
昭

旧
の
戦
後
に
且
る
文
学
夢

r
し

哩
説
・
各
ジ
ャ
ン
ル
の
概
説

・
作
寮
・
作
品
り

順
日
む
附
し
・
各
煩
目
短
に
必
読
ヂ

ペ
き
申
駿
V
猷
ノ
州
編
L
で
・
累
引
・
年
人

`
共
に
ー
転
文

芸
ら
別
5
・
鞭
ん
他
に
類

幽
を
騨
・
る
42
の
頃

訥
叉
・
レ
ポ
ー
ト
鵯
の
述
作
に
欠
ー、
ベ
ム

'.・

る
お
堵
由
ぐ
あ
り
亦
、
敦
獲
癖
と
し
で
好
過
の
ー
∵
・あ
う
〃

聡

議
概
読
現

代

日

本

丈

学

史

価三三・門
房 披{鮎索 京164505全零魁 ズ難 塙

961
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ド

二月
二十
臼
梨
大C
お
こ
った
瞥
冒か
掌
内
の
鰹会
や
掌
生歎
鋭
の
慰綴

倉

を
行
った
問
題
は、
そ
の後
今
日
に
いた
る
ま
で各
万
面
で種
々
論誠
に吏
き

お
こ
して
い
る
。こ
の
軌件
の
結
論
とし
で
、飯
塚
渚
二
、#
手
正寿
岡仇
の

舗
反
を掲
蔵
し、
睨
嶺
鶉

の
判晰
の
資
料と
し
た
い。

飲
塚
比
は
、
縦

へ
弦
恨
と

"一
勤
冠
一
珊
薫

査
と

サ
け
た
当
君

.'
あ
り
へ

#
手
比
は
曜蒔

叩
粒
高
獅

察
に
在
臓し
て
h
た人
で
あ
る。
な
お
、禦
大
恥
件
の内
容
に
つ
」で
は、
掌

園
新
聞
三月
.一日畏

耀
大
掌聖
新
聞
一月
二
十
八日
髪

ヨ月
=↓
四
日号

に/・わ
しく
報
道さ
れ
て
い
るか
ら
塗
照し
て
いた
Ψけ
れ
ばさ
ら
に
よ
ー理

解
L
で
いた
た
け
る～
恵
3
。
(編
埆部
)

曽一唱4_噛

 

一

"
鱒
:
り闘
嚇・
.
鱒

詔

""

輔
・・

=

開
19
舶鱒

目
前
で
行
れ
た
暴
刀
沙
汰

当
事
者
で
な
い
、ヒ
判
ら
ぬ
?
社
会
実
験

飯

塚

浩

1鵠

二

　

争
も
そ
うだ
し
、
こん
ど

(
戦
)

の
渠
大
恥件
に
して
も
そ

く

う
だ
が
、謹

と
いう
も

の
は
一種
の
社会
科
掌
㈲輿
験
と
み
るこ

と
がで
3
る
。璽
隙
は
なに
も
理
科系
の

学
問
の独
藁
では
な
い
。

巽験
と
い
うこ
と
は
から
す
ぐ
煙想
さ

れ
る理
化
学
的な
実
験
では
、
観
渠喬
は

実
験籔
圃
や
猷験
管
の
外
にい
る
。と
⊂

ろ
が
社
会
科学
的
な
巽
験
の
は
あ
い
に

は
へ観
察
者
は野
ず
し
も局
外
に
立ち
う

る
とは
か
ぎ
りな
い
。
と
ざに
は
彼
目窮

が
噴件
の
渦
中
にあ
え
なき
鰻
後
をと
げ

て
しま
い
、
輿験
の
副録
を
の
こ
ずど
'」

ろ
でな
いは
あ
いむ
稀
ては
な
い
。

しか
し
な
がら
、
憲
既的
に
正
確な
観

察
は、
局
外
に
いる
か
ら
こそ
珂能
だ
と

ば
かり
は
い
えな
い
。
否、
か
え
って
、

冨
件
に多
少
とも
か
か
わり
合
い
があ
,

た
こと
に
よ
って
、
局外
に
い
た
ら
兇過

し
て
しま
,たか
も
知
れぬ
翼
味
傑
いデ

ータ
も
あ
つ
めら
れ
、
当亀
書
た
ち
の心

の
動き
に
も
触れ
、
少
しは
立
入
った
分

析
もで
き
る
、そ
れ
だ
け充
輿
し
た勉
強

が
でき
た
と
い
うよ
う
なば
あ
い
の方
か

多
い
ので
は
な
いか
と
思
う●

だれ
か
の
愛
で
説
んで
い
か
にも
そ

うだ
と
思
わせ
う
れ
た
のだ
か
、今
日

の
状
況
ごは
r

衷さ
か
一.ジオ
0
時

酪
解
読
が、
と
は
い
わぬ
漢
でも
ー

期
聞
の
嗣瑠
が
、
読壱
に
と
っで
は
、

恥
冥
・てのも
の
の
かわ
り
に
〃
,て
い

る。
恥
実か
記
恥
によ
っで-想間
r
仏

え
b
れ
て
いる
と
いう
の
で
はな
い
。

圃
擬
関
係呑
以
外
は、
記
劇
にょ
,て

判
断
し
、非
常
に
危険
な
はな
し
だ
が

新
聞
に
潜
いて
あ
った
か
ち
と
い
⊃の

が
、
譲
諭
のよ
り
ど
ころ
に
な
一で
い

るこ
と
があ
ま
り
にも
多
い
。磁
ー、方

な
い
し
講か
せ
る
方も
、
そ
れ冴
承
知

で
や
って
いる
と
いう
趣
が
あ
る。
大

体
そ
の
よう
な
の
が畢
状
た
と」
れ
は

な
お
さ
ら「
わ
れ
われ
は
何
かの
閃
縁

で
麟
件
にか
か
わ
り合
い
を
も
っ湘
目

に
で
も
な
oた
ぱ
あ
いで
もな
いこ
と

に
は
、
判断
の
客
観性
に
自儒
か
も
で

な
い
と
い桑

一見
矛盾
し
た現
象
こ

え
生
し
て
くる
の
てあ
る
。

　

は
幸
か
不幸
か
、
こん
ど

(私
)

の果
大
願件
て
ち
・う
ど

く

そ
の
よ
うな
事
態
に直
面

した
。
そ
しで
目
下
、
これ
も
修
藁
の
一

つと
心
得
て
、こ
と
の
成行
き
を
よ
ー、見

さだ
め
よ
う
と期
縛
し
て
いる
。
大体
携

測し
て
い
た
とこ
ろ
を
購冥
に
よ
って
翼

循き
さ
れ
た
⊂と
も
多
あ々
る
し
、あ
ら

8
馨.

01
騨
01°"㌦…

-o・
開

゜

闘
膓

λ

"
気
づ

い
九

」
と
も
あ
る
。
先
25
あ
教

'
で
閏
確
詔
丈
戸
た
り
、
あ
る
い
は
政
冶

r
ば
」
ρ
な

恥
の
か
r
開
い
た
口
の
ふ
さ

払
,
ぬ
思
い
耽
し
九
験
柄
蜘
、
こ
こ
で
い

ろ
い
ろ
昂
け
切
れ
な
い
。
駅
件
の
要
点
は

掌
園
の
自
摺
か
為
か
ξ
れ
た
し
ど
「
特
醐

的
'
へ警
餅
の
活
動
ひ
艇
臨
.d
れ
た
こ
t程

権

ん
ろ
鯨
に
3
〃
暴
刀
拶
瓜
か
衆
人
理
硯

の
汽
炉
ξ

ー胃
れ
之
こ
と
に
あ
る
わ
け
C

あ
ろ
ら
。
恥
負
の
亭
呪
に
つ
い
'
喚

弧

・79十
=
H
栗
夢
大
学
り
名
て
公
け
に
さ
れ

た
縦
過
報
告
6
、
本
縄
ぐ
再
録
、
も
し
で

い
t
κ
け
る
～
い
h

'思
う
。

問
勲
の
嘗
轄
・
畦
r
つ

、
で
は
、
関
西

一一

ダ
ハ
凌
ひ
ろ
げ
で
ゆ
'
・あ

ら
在
、
え
ひ
い

一

て
ゆ
く
。

」

日
鰭
毛
居
は
、
反
省

翫
必
笈

」
し
、
反

}
夫
先
生
」紡
私
の
名

げ
並
ん
で
記
入
さ
れ

省
は
、
突
ず
羅

こ
い
う
レ

ワ、ル
じ
な
さ

箋
鯛鍵
難

饒
馨
難
纏
窃幌蕗

娘
蕪
螺
覆
簸
混

余
計心
配
を
か
け
る漿

にな
・たか
藍

と
いう
糞
く

そ
れ
から
念

し
・う
さ
れ
る
二
縫

・屡

房
團

.輿

思
う。
ほ
と
ほり
の
琶
め
る業
で温
和
し

りん
馴
件
の、
そ
れ
も表
沙
汰
にな
.た
際
的
に
衷た
あ
た
えち
れ
た社
会
的
習慣

嶽
雛
裟
鰐

鰭
獣闘篶
麺
綴
擁
鞭
礪
魑
%
呼閥

を
よ
せ
ら
れ
た
方
々
へ
の
御
挨
蟹
,q
い
う

}
巽
て
あ
る
。
人
幌
を
無
視
す
る
自
由
・
虎

ま
た

一
駁
胸
L
閣
題

あ
り
が
う
万
払

G

趨
鞍
媚舳難
黎
帥鷹
籔
睡繁
紘
騨

件
があ
る
た
びに
思
う
のだ
か
、
R
本人
匿
ご
璽
応
ぐを
餌
掛
/
り詣
ゆ
えに
、
そ

は
濠た
あ
欧
りに
も
人
闇を
祖
未
に
し過

の惣
匿
と
癒
応
・斉
若
》イず
け
る
た
め

認
る。

…

…

}

{
も
せ
♂
に
も
う
い
ら
ど
こ
の
簗
験
を
や
ろ

一
う

ζ
い

健
剛
に
、
ん

,で
は
、
ず
,㌧に

[
非
国
民
02
域
に
達
し
で
い
る
o

[

　
二

馨

活
り
閃
題
ごと

(特
)

も
に
、
この
際
、
注頓
を

1㌧

喚
起
し
た
いの
は
、学
園

の
自漕
の
問題
に
関
しで
は
、
掌
園外
の

人
の々
間
に
、何
だ
望
園の
人
々
には
衷

だ
そん
な
自
由が
の
こ
って
い
た
のか
と

感
概
乞も
よ
おず
人
があ
るほ
ど
、今
日

で
は
惑
攣

秦

萎

碩
掌
型

も
の
は畿

護

いズ
な
いし
・
こ
り

ー

9

つ
もり
を
禽
めて
、
こ
の
小鱗
の
鐘
をと

った。
「自由
」
陣
営
の
片
極背
か
つ
い

で
い
る
つも
り
の国
か
「特轟
瞥
祭
」?

民
土
出鵡
を
守
るた
め
の
人橿
し
ゆ
つり

ん
?
こ
れ
は
他所
か
ら
みれ
は
自
己矛

盾
せ
の
勉の
の
溺
刷闘颪
景だ
か
、
か
,
「

で
特
渦
ζ慰
兵
ピを
喧
艮
ぺ
tで
夷
面青

と
り
つく
ろ
うて
来た
「滑賢
」
と
は、

圖
が
破滅
ず
る
漢で
国
民
を旨
に
し唖
に

し
て
お
ー、治
安
た
,た
こ
とば
、
つ
い
こ

の
間
われ
わ
れ
国民
が
自
分
自身
〃
モ
ル

モ
ッ
ト代
り
に
しで
巽
物
獄
丙さ
れ
た
ば

か
り
であ
る。
こ
の冥
物
教
角を
忘
れ
る

今朝
も
氏
た
「授
葉
中の
字
藍
を
連行

佃台
-刑
恥、
取
調
べ
にム
墾
行
」と

い
う新
聞
説恥
㍗
読
まさ
れ
た
。
岬鵬

に
の
るう
ち
が凍
た
し
もた
な
～
と
血

の
めぐ
り
の悪
いこ
と
は
い
って
いら

れ
な
い。
「更
いも
の
に
ブタ
」
や
「

δ
わら
ぬ
カ
ミ
にた
た
κり
な
し
」
は

民
う判
会
ぐ
は
襲徳
で
は
な
い。

(粟
大
票
甫交
化
研
究所
教
筏
)

昔
に
変
ら
ぬ
内
容

警
察
手
帖
を
4検
閲
ラす
る

hわ
ゆ
る
「喫
大
串
件」
で
問
題
とな

,
た三
冊
の
警解
亭.・帖
か
ら、
ひ
し
く

と感
ぜ
ら
れ
る
⊂～
は
碍祭
の
特
高化
で

あ
る。
ま
つ問
題
の
P
帖か
、
は
た
して

饗祭
の
霧
高化
を
表
現
して
い
る
跡
どう

かを
勇
究
しで
一見
よ
う
。瞥
察
手
輔
は警

冒
の身
分
証
明e
あ
る
r同
時
に
、職
務

井形 正

致
行
に
あた
って
の
備忘
録
こしで
、
上

【司か
ら
訓授
(訓示
と
同
滝の
轄
察
用納
)

命
令
、
手配
(犯
罪
の通
報
、
碍報
の
交

換
な
ど
を
いう
)
な
ど
の職
務
上
の詔
録

を
ノ
署
トす
るも
の
であ
って、
確
翼
に

 籔
醐
鍛
鷺
齢
選

野 田 又 天1需コ
　リア

哲学入門 審

　 }
の
盆
物
し
、
訂

～

・
卍

ー
4
p
肖

ドロ

こ

の
ん
戸

」あ
ー
、。

つ

ぎ
に
『
縞
妊
磁
に
根

魑γ
O
つ
哲
掌

ひ、
そ

こ
か

っは

獄
れ
て
エ

の
べ
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
.O
反
省
へ
と
み

",
び

、。
こ
二
噌
内
3
々
あ

、.わ
れ

O
。

哲
タ
は
、

般
耐
に
♂
た
擁
系
晒
に
為
の

ご
と
を
考
え
よ
n
と
タ
る
こ
と
て
お
い
て

科
掌
乙
似
て
お
り
、
料
学
に
お
い
て
ノ
ケ

モ
ノ
と
さ
れ
た
ネ
ウ
ず
ズ
グ
の
万
払
ひ
豪

た
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
常
識
～
似

て
い
る
。
哲
掌
こ
は
、
科
掌

ゼ
と
お
っ
た

爾
の
ど
れ
より
も
は
っぎ
り
と観

れ々て

いる
。
こ
の
本
の全
体
に
わた
っで、
署
萄
の

よし
と
さ
れた
稜
学
的嶺
見
にぼ
く
・h同

慧す
る
。だ
が
巌
兜
ぐは
な
ー、て
哲
掌
に

た
いず
る
態匿
の
上
、
へだ
た
りを
か
ん

じ
る。
哲
学
が日
常
生活
に
根
さす
も
の

と
して
と
らえ
ら
れ
たか
ら
、
それ
が
そ

日
本
哲
学
の
方
向
に
問
題

百

牽

箏

覧1
俊 成

閲
ぜ
ら
れて
hる
)だ
か
ら
、予
帖
の
内

容
を
仔
細
に検
丙
'
ると
へ
訓授
、
命
令

f
配
の
内
響が
知
れ
るだ
け
ぐな
く
、
鷲

}高
驚
炉
り観
漬
か
如輿
に
ボ
され
て
い
る

}
た
と
丸ば
、
里村
巡
萱
の
「十
一月
二

十
日
【.卜五
播
赦
終
映
圃
と蜘
演
の
夕

べ」
の
卿
ては
「1京
左
串
件
の各
掌
部

の
反
轡
、残
佑
的
轍例
〆
ラ
バ
ビ
、、
演

雫喚
2
広館
、
急
進分
子
り
動
回、
と
ー・

に京
大
串件
に
つ
いて
、
3
犬
婁

に

 伴
う
不
穏計
画
臨4
見
通
し
ビ巧
、デ
モ
」

と
あ
る
が
1瑚
り
〃見体
的
臨
例
〆ラ
バ

士
こ
の常
識
の禺
建
であ
る。
す
べで.の

人
に
必要
残
醒
命
な
イト
ナ
ミ
の
ひと

つ
で
あ
.で
、
アオ
ジ
ロ
イ文
化
人
の独

占
す
ぺき
も
の
ぐは
な
い。

こ
の
よう
に
「辱
の
徹
底的
皮
省
」と

し
で
つ
か窯
れ
κ
哲掌
か
、自
撚
。社会

・人
誓
・芸
術
・宗執
に
つ
いで
何
を
い

弓で
来
九か
ガ
、
ぐれ
ま
で
の餌
掌
入門

輔

の根
か
り
はな
れ
て
「馨
著
の
翔掌
」

と
して
エダ
ハを
は
うて
ゆ
ー、78り
ゆ
き

を、
著
者
は
上
へ上
へ
と追
り
て行
く
。

餌学
が日
常生
活
に
根
ざす
も
のな
ら
ば

そ
れは
、
日
本人
の
今
日
の日
華
酒
に

く
りか
え
し
回贈
ず
る
こと
を
必要
と
し

な
い
のた
ろ
うか
。
こ
の
本の
甲
で日
本

に
つ
いて
述
べた
と
こ
ろ
は少
な
い。

例
斉
点
p
駅
め
、
、
日
献
け
讐掌

に
つ
r
、
再
指
ヱ曲

、
己喫

ー鬼

の
三
人を
,っで代
表
・
せ

る
。ヨ

人
ぐいろ
数
が
少な
しノ
咳思
ーな
い●

こ
の
系図
に
よ
って
日
本
の哲
≠
魂
を特

長
づ
け
るこ
と
に
不渦
な
ので
め
る
。

日
本
の蓄
掌
は藤
疑

r旧
点
を
も
っ

と
萄
え
る。
か
れは
哲
掌
的問
題
は
石町

解
と
考
えた
。
こ
の判
断
は正
し
い。か

れ
の
し
たよ
う
に問
題
を
殴け
るな
ら
は

(そ
し
て
」の
問題
の設
け万
を
は
は
む

こ
と
は
惣掌
に
よ
って
は
で
きな
い
)
閥

魁
か
と
け
ない
と
いう
結
論
は正
し
い
。

じ
ぶ
ん
のだ
す
問
題
をと
ー、力
が
じ
ぶ
ん

に
な
い
と知
.て
、か
れ
は
自殺
し
た
。

縛
索
に
た
いし
て
婦結
を
と
った
と
い
う

識
実
炉ごに
おい
て
も、
か
れ
はか
れ
に
つ

ぐ
哲
掌
看
の系
列
を
ぬき
ん
でて
い
る
。

日本
の
執
掌は
、
膿
村搬
ー
原
口統
二の

遣
冴
え
つぶか
、
あ
る
いは
問
魍
の設
け

方
¢
かえ
⇔
こと
に
よ
っで
打
ち
ひら
ひ

学
人
理
髪

私
の店
ば
駄
都友
学
パ創
Vぜ
ウ
れ謹
し
た
ギの
翌
璋

よ
り㎜闘診
し
で
今日
に
孕
る、
望丁徒
奪門
と
串
して
も
よ

"髪
を
も
つ
た理
髪
眉
ぐす
。
是
非
　慶
お
越し
下
さ

い
寂
して
断
然
美留
軒
フ
ァ
ンと
お
なり
下
さ
いま
せ
。

お
世
辞
は
へ
た
な
れ
ど
真
剣
に
す
る

学
生
さ
ん
に
は
特
に
便
宜
を
(お
円
)

京大吉田分校禦門の前

軒留美理髪鎗

 

ね
ぱ
`
り
ぼい。
ひ
と
つ
は、
哲
掌
をず

で
デ縞
神
痛医
とな
った
#村
帽
郎
にお

け
ろ
ひう
に
、
科掌
の
持
能
をと
お
して

も
5
いち
ど
執
掌の
間
題
をと
り
あ
け
る

方
払
」あ
り
、
もう
ひ
と
つは
、
憲
野波

三
郎
の
「β
た
ちは
ど
,
生
♂
つ
炉」
に

の開
題
融
渤
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
(京
六
交坐生
)

み
っれ
るよ
う
に、
日
本
民
衆
の雪
后
の
一月
=十
日
総
課乾
魍
の
弾蟷
反
耐
決超
大

場
∴
訟
掌
旬
も
と
し
で
閤
懸
を
と
い
て
ゆ

こ

つ
～
、3
つ
力
払
.、あ
る
o

(
京
大
人
交
科
掌
研
究
所
助
教
授
)

㎜
会
鱗

㌧
わ
れ
わ
れ
の

人
々
々
と
固
い

耀
r
る
交
し
雇
か
ら
敵
励

L
、
/
れ

κ
o

跳
日
、
囎
に
m
の
54
く
う

ガ
。'
て

ー
},烈

ロて闘

ザ
ト

q
の
」
と
'・り
カ
4
新
彼
の

遡

希
鋼
の
光

か
あ
つ
た
。

1

誕

σπ
「
ノ

も

3

"
知
h
な

い
。
し
か
し

覧の
み
',

裁
刊

、労
勤

噸
の
"
繭
影
転
れ
で
鳴
い
h
の
逮
。
判

橋
本
看
釈
放
さ
る

}

三
三
・
の
謬
蔑
華

ρ経
濱掌
部
新
制
四回
牛橋
本
揃
は
さ
る三

"
と

い
う

」と
は
、
ド

、
願

署

か

⊃

京
大

靱
負
U
各

p
部
の

反
讐

々
あ
れ
は

τ

報
葛
ぜ
よ

r
」
う
命
肯
ω
受
鴨
を
懲

一
昧
し
、
以
ト
一一
璃

`
剃
岡

しこ
と
々

h
し

ぞ

い
る
・
湶

酉
?

月

H
ほ

「
蕪

掌
内
各
瓠
摩
の
昆
入
に

'2
い
r
服

装
翰
の
変
抜
κ
,
2
と

と
め
6
の
は
⊥

一
司
か
n
注
嵐
さ
れ

ゐ
吼
項

㌧あ
ろ

つ
同
巡

青
の

」月
卜
四
U
に
は

「
身
許
謂
爵
、
-

渡
辺

一弐
、
2
飯
塚
店

ご
両
綾
浸

の
名

が
生
年
月
H
と
と
も
に
見
え
る
の
は
、
舅

許
調
査
の
ヒ
司
命
令

ρ
厭
味
し
、
岡
月
十

八
日
の
欺
に

〃
増
鶏

舎
"
と

し
で
両
致

摸
の
名
か
肉
ひ
出
r

い
O
こ
と
は
、
」
岡

へ
の
報
枯
と
瀞
彫
げ
・い
お
る
。

.
月
↓
ノ

臼
の
鱒
詳
湖
貸

ハ日
内

郎
、
仁
羽
田
陞

両
教
授
)
も
岡
糠
ご
あ

.
で
、
同
日
上
司

(
川
圃
部
長
)
に
調
畦
結
男
η
報
仏
ぜ
つ

れ
て
い
る
。

こ
の

φ
り
に
ぢ
ク
.
・.

る

「

こ
の
多

帖
か
り
礁
し

ζ
・っ
れ
6
こ

'
ぱ
、
特
高
警

察
的
な
調
倉
か
警
察
灘

同
と
特
審
な
ど
の

樋

ホ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
げ
る
こ
と
が
窺

ピ
る。
雪
軸r
は
「焔
報
甲質
、
節
"
、

内
嫡
、
肥行
、
蘭
り込
の、
埼
几調
實
、

糾
慶
碍
甲動
回
、圃捲
関係
、文M繕
況
」

な
～
Gい
,霞
塊
か
いソ
」
G
う
に
出

て
'・る
0
、
⊂の
よう八
」
しは許
dれ

るこ
と
な
の
孤為
つか。
粥
響
伝第

条

一には
「警
察
は、
国
民
の塵
命
、身
体
及

び財
産
の
搬ぬ
に任
じ、
犯
罪
の理
負
、

被疑
喬
の
還
瑚及
ひ
公賓
の
総
持
にあ
た

る
こと
を
以
てそ
の
貞務
と
ず
る
」と
温

い
、そ
の
第
一一項に
は平
和
鰯医
の憬
随

'
る個
人
の
自由
と
欄
判の
干
渉
にわ
た

一る
弱の
、
職
轍
激用
は
し
ない
と
岡約
し

て
い
る㊨
た
か
ろ「学問
、
思
想の
自
由
」

を
侵彦
ず
る
よ
うな
思
想獅
燃
飽
活勤
は

で
8な
い
は
ず
だo
し
か
るに
、
これ
う

の
頑査
活
動
を
田甲
斡
視
臨露
は
「畷㈱

動
」
の必
要
か
らや
.た
のだ
と
い
い、

野
口岩
長
は
「職務
⊥
」
やう
ぜ
た
と
い

「て
い
るが
、
い
かに
瞥
備
う職
務
卜
必

要
c
あ
るか
知
り
な
いひ
、民
王々
遮祉

会
の
根
本原
則
を
無硯
ゲ
る
こと
は
う
な

づ
け
な
い
。

漫
た
、
田
甲
翻
鳳
は

「
へ
名
の
束
大
教

繭
霧
鱒
朧賜

で
謂
ぺ
られ
た
の
では
「学
問、
鳳
患
の

臼
由
」
はあ
り
え
な
いし
、
極
喫蓄

会

一「の
「蓉

の
翼

毒

曇

部

}

の秘
糟
瀞察
組
纈
(特
偏
)
の解
体
政
策

と
矛
膚
す
るも
の
だ・

いま
、層
察
手
鮨を
傑
'、検
酌1
て
見

養

纂
漿

麺

条
の
誕

冨

を
零

愚翼

な
い・
達

察
国
撮
とFなり
つ
Σ
あ
ると
廟}菖せ
ざ
つ

を得
な
い
。違
法
行
論や
犯
罪
のジ
防
豪

たは
事
後
讐察
の
立
場か
ろ
、
こ
のよ
う
「

.な
こと
が
行
われ
て
い
るの
で
な
くて
、

國
尿董
上
自
晒ー
す
な
わち
共
産』
我の
一

排
撃と
い
う
目
的の
た
め
に、
個人
の目

由
と人
濯
を
無視
し
た
ーか
の
特
高讐
察

酵

現
出
して
いる
こ
と護

して

一
q
る
・

我
力困
の
共
産∫
満
獅
蹴が
、
漕
寮鞭
h

法
の成
V
(大
正十
四
年
四月
)
とと
も

κ
如何
像
の
動
ざを
な
し
ただ
ろ
う
か。

明
沿、
大
正
に培
か
わ
れ
た「自
由艮
粥
」

の
唐潮
を
蛋

し、
崩
瀕
に蜘
せ
し
たは
コ

か
り
で
な
く
、
叩
国

L
幽
と
圃
顕
ト
編
を

一

繧
せし
め
窪

立
薙

け
・
壼

恩
想響
禦
の
追放
こ
そ
、
}九
四
五
年

十
月
四U
に
揃
令
せ
hれ
た
留傷
愉
が
廃

止
の
轟趨
な
る
朗念
で
は
な
か
った
か
。

小
竺
は
「新
聞
の自
由
」
と
「真
冥

報
道
」
の
擁護
の
た
め
斗
つて
い

る
圃
際判
聞
友
の会
の
遮
幽羅繰踊
の

一樋
ごあ
り
衷
ず
が、
か
って
小
生

は
持
商瞥
鎌
に
三
ヵ月
在
職
して
追

放
(昨
寧解
除
)
せ
っれ
た
もの
で

あ
り
ま
す。
即
い
在職
期
間
かろ
し

て
持
高
獲
を
論
ず
るこ
と
はこ
き

な
いと
して
も
、
持
高
の再
現
は否

定出
来
な
い現
累
で
あ
ると
思
い
漢

ず1

編霜
部
宛
r
紙
の
一部
1
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構
周
ちか
ご
ろ
私
は、

製鉄
工
場
を
;

そ
れ
か
ら
三涛
所
の米
国
躍
寓
基地

(の
局
辺
)を
見
て凌
わ
り
、笛
州

へ小
旅
行
に出
轡
けま
し
た
。
工場

と躍
地
のこ
と
は
別
に面
き
ま
した

が、
あ
らた
め
て
もう
一匿
考
えて

み
た
い
と思
った
のは
、
わ
れ
れれ

の図
の
も
,て
い
る様
々
な
現
実、

雲
た
そ
の舶
刀
と
いう
も
の
は
、そ

れ
を
線丁貧
して彊
届え
る履
合
、
特に

交
掌
の
間圏
と
し
て零
え
る
とき
必

然
的
に
罎
田の
問騒
と
ぶ
つ
か
るか

ら
で
f㌔
製
鉄
工
遇で
は
亀
五千
匿

の鶏
を
加
えら
れ
てド
ロド
ロ
の熔

融
状
愚
にあ
る
鉄
¥
つま
り
熔鉱
炉

の
内
部を
の
ぞ
いご
感動
さ
せ
b

れ
ま
し
た。
赤
く
やけ
て
読
れ
出す

、
鉄は
覧ナ
ベ
覧カ
マ
にも
な
れ
は
スト

ーツ
に
もな
る
で
しよ
う
し
、
楽た

生活
の
一切
を
破
壊ず
る
武
器
に
も

なり
え
ま
す。
交明
の
二
璽
注、
岡

刃の
刃
が
これ
ほ
どむ
き
つ
け
に出

て
いる
場
合は
あ
まり
多
く
な
いの

では
な
い
か、
さ
う
いう
ふ
う
に思

いま
し
た
oま
た
田嵐
選
地
周辺
で

は、
そ
の
擁触
面
が
いか
に
腐敗
し

て
いる
か、
憩
奥
を敏
つ
バ
ン
パ
ン

や
ゴ
ロツ
キた
ち
の生
腰
を
児、
チ

女
の冊
搬
や道
懲
の寝
命
擬
瞳
がま

,た
く
置
じら
れ
て
いな
い
に
近
い

こと
に
、
へん
な
い
い方
で
ず
が、

やは
り
感
動
しま
し
た。
さ
ら
に眉

州
への
旅
では
、
日
本と
い
う
岡か

じ
つに
じ
つ
に山
が
多
い、
人
は々

山
と山
と
のあ
い
だ
の川
っぶ
ろ
に

よ
うや
く
余
地を
み
つ
げご
住
ん
こ

い
るo
そ
のこ
と
に
あ
りた
め
で感

厩
を催
し
ま
した
。

い漫
私
は、
私
目
身の
鰻
近
の経

触
の甲
か
ら、
三
つ
の毒

アト

●
ラ
ンダ
ムに
取
り
出
して
み
たわ

けで
ず
。
つま
り
、
この
=う
の
い

わば
別
々
な瓢
柄
の
統
一は
、
私
自

身
によ
,て
な
さ
れて
い
る
はず
で

ず。
そ
れ
で、
こ
の
三
つの
纈
験
に

取材
L「
鰭晶
を
霞
く
と
し凍
す。

「物
に
擾
した
るそ
の
心塊
を
述
ぺ

る」
と
い
,獲
私
小
説
なら
は
と
も

か
ー、、
各
々
の
筆

社
臼
、
産
藁

政治
、
耶
貰、
そ
れ
ぞ
れ
の国
際
的

聯
関、
そ
の他
全
腰
的
な肇

慮
にλ
れ
る
とな
る
と
、
その
作
晶

は
はた
し
て従
蒸
の
交
学
のよ
う
に

い
わゆ
る
作
品が
そ
れ
自
捧で
数
掌

の
よう
に
完
結
し、
完
威
して
い
る

と
い
った
も
のに
、
は
た
して
な
り

う
るで
し
よ
う
か。

ぼ
因゚

無
繍
鮨
帥

様
肉な
現
巽
に取
秘
ず
る
に際
し
て

欝
,
…

.
ー
爾
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対
象た
「つ現
累は
必
ず
や何
等
か
の

色
に染
め
上げ
ら
れ
影
響を
う
け
ま

ず
。物
理
掌
仁
いう
干
渉
り理
舖
り

ご
とき
問
題
か出
て
来
棄
しよ
⊃
。

あ
/、衷
ご
客
観
性を
求
め
る
な
う

は
、噺
輪
胸
には
作
品
は無
い
G
n

う
こと
r
な
り
菰ず
o
烹ヒ
ビ
西
乙

ア
ブ
リま
り
に
一定
不
変
の峰
¥
評

け
に上
σ
見
る
なら
は
姻
樹的
に
は

現
貰は
照
い
と
いう
こ
と
にな
り
衷

ず
。
てし
て
こ
の
二つ
の恵
度
か
と

も
に取
り
の
がし
て
し
よ
うも
の
は

何
か。
そ
れ
は、
曜
昧
な
琶粟
で
ず

が、
全
体
、と
いう
も
の
です
。
先

にあ
げ
た
例で
い
え
は
、
工鷹
ビ軍

嚇
叢
と
伏
から
次
へ
と阻
曝
に匪

開
され
る
山
口
、
これ
ら
の
一切
を

含
んご
存
任
ず
る、
全
偽馬
で
す
。

窪
悶が
そ
れ
自体
で
完
結
し、
完

成
しデ
いる
と
いう
こ
と
は、
従
来

の
交
学鑑
賞
乃
辛
勧判
の
た
めの
翼

大
な
規噸
で
あ
り、
交
学
の
萸も
ま

た
完
結脅蔵
に
依比
ず
る
と
い
って

い
い
思̀
い
濠
ず。
そ
し
で.第
醇
兀

成
と
い」
⊂
と
に内
在
ず
る諭
理
は

因
果
観
Lし
よ
う。
け
れ
ど
略因
果

観
で
、全
体
、
は把
渥
で
ぎ
るで
し

ょ
う
か。
た
と
え
ば
モォ
パ
ヴサ
ン

の
短
鰯な
.乙は
、
亡
この
った
もの

ほ
ど
因果
観
の
筋
が
一本
通
つて
い

る
⊂
とが
は
2き
り規
取
れ
衷す
。

レ
か
し彼
は
気
が狂
った
、
も
っと

も
性
病
の
せ
い
で
は
あ
り
ます
が

…゚
30
そ
れ
自体
で
け厄結
し
零
成
し
だも

の
は
、他
を
か
え
り
δる
、あ
るい

は
他
との
関
聯
を考
え
る
必蔓
が
な

い
。
切断
に
よ
っで
成
立
した
駅
で

ず
か
り。
い
」換
んれ
は
、そ
れ
は

閉
さ
れ
κ世
界
です
o
蔚
はそ
れ
で

も
い
いか
も
し
れな
い
。
しか
し
小

説
は
で
つあ
.ては
な
り
な
いの
で

は
な
いで
し
よ
う
か。
と
ころ
で
、

世
て鰻
り完
結
ぜず
箔
成
せず
せ
れ

自
体全
体
で
あ
るも
の
は
、歴
史
で

す
◎泓
は
省
か
れた
歴
史
、
つま
り

史
謡
のこ
と
を
い
[て
い
るの
で
は

あ
り
ませ
ん
。

}現

代
}
との
成
偉
瓶ギ
轡
跳

盛

凋結
と
い
う
場
を
は
な
れ
、
次
閑

に
不
完
型
の
現
代
史
を
形
威
、9
る
、

あ

∂
い
は

て
の
中
に
解
消
す
面
、
と

い
⊃
方
同
に
ゆ
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
ど
こ
に
完

成
顎
砧
し
は
な
ー、で
、
讐

闘と
し
て

の
独
立
性
を
確
立
す
べ
き
、
侮
品
と

し
て
の
決
定
的
な
}
点
或
は
二
纏
を

求
め
の
か
。
}
一れ
は
、
現
代
社
致
の

諸

尺
坦
ト
に
ゐ
ρ
a
、
人
間
の
独
立

世
斎
如
何
に
霜
見
♂
る
か
、
と
い
弓

こ

己
～
同
磁
鵡
C
∫
。

'
し
で
人
閣

の
独
ゾ
f

は
、
ー

嵐
放
ハ
躍
4

談
し
ん
ー

♂
ご
に
/
、び
♂
ピ
化
し

た
諸
案
件
ヤ
判
破
し
変
革
し
・、
っ
と

ず
る
融
志

橘

釧、
に
鰻
も
痛
切
に
あ

↓
わ
れ
O
、

卜
μう
に
い
ま
は
と
ど

め
て
お
渚
ま
ず
。
如
何
に
と
～
の

っ

㍗
、
完
ぺ
噂
の

健件
を
り
え
ら
れ
て

曳

づ
れ
九
の
.Lは
比
嘘命
は
牛
れ
ま

せ
弓

(
芥
川
賞
受
霞
作
簸
)
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眞
実
は
だ
れ
も
知
ら
な
い

三
月
一日
午
後
=時
過
ぎ
、
われ
わ
れ

民
間
調
琶
団
の
一行
六名
(甲
五
名
掌

生
)
は
福島
駅
に
隆
りた
。
東
北の
空
は

どん
よ
り灰
色
に
懸
って
い
た
。予
想
に

は
ん
し
て街
に
雪
は
なか
った。

駅
の
近
ー・の
、
食堂
を
兼
ね
た某
旅
館

の
=
階
の
.塞
。
そこ
に
救硬
会
の
本

部
が
設け
ら
れ
てあ
り
、
遼
/・は
広
島

か
ら
や
って
来
た
新聞
詔
酋
を含
め
て

粟
北
藁
の
諸
団体
か
ら
派遺
琶
れ
た

人
々
で
部
歴
は
交
字通
り
一杯
だ
っ

た
。
松
川喚
件
に
つ
いで
知
つて
い
る人
は

魏
外
少な
いo
何
時
の事
だ
つた
か
は
覚

え
て
い
なく
と
も
日共
産
党
」お
よ
び
そ

の
手
先、
と
い
う
冒葉
だ
け
は意
識
に
浮

ん
で
く
るか
も
し
れな
い
。と
ず
れ
は⊇
叩

件
の
成功
」
に
砺
尼か
感
して
い
る
人
々

が
い
な
いと
だ
れ
が断
芭
で
きよ
う
か
。

一九四
九
年
八月
十
七
日乗
明
、
午前

三
時過
ぎ
、
補
鵬県
松
川ー
・金
谷
川間

で
爵蘇
発
上
野行
四
=
一昇
列
南
かて

ん
ぷく
し
た
。客
蘭
に
巽常
は
な
か
.

た
が、
綴
閾
士及
び
助
圭
一"名
か
磯関

頃
の下
敷
に
な
り即
死
した
o
之
か事

件
であ
る
。
当
時は
吉
田内
閣
の
企業

整
隔に
反
灼
して
今
国
的に
労
働
書が

首
切り
反
対
闘
離に
立
上
っで
い
ア時

で
あ
る。
貴
方
は下
山
(件
を
、
=鷹

嚇
件弄
寛
-んて
い
るだ
つ
「。
政
府と

ジ
ャー
ナ
ーー
ズ
スは
恨
拠
鴇な
し
に労

動
組合
の
仕
黛
と
して
謹

し
て
い

た
。
ての
ず
ぐ後
の
松
川事
件
。
蟹件

の
羽町
増
田
冒
房
髭日
は
「こ
れ
は
∴

鷹
渦件
と
隙
想的
流
れ
は
同し
.凡」
と

宙
明
し、
検
、Pは矯
め
か
つ
」の
回
に

そ
って
行
わ
れ
た。
逮
珂.rれ
.一一一十

名
は何
れ
も
国
鉄渉
蛍
乏
の労
甫
の
甲

心
メ
ンバ
ー
であ
る。

埆
審
の
判
決
で纏
告
と
らは
死
川
五

名
、
無期
懲
役
五名
'・の
榊
司
九十
向
斗

の
刑
を冒
告
、dれた
。

山

田

有
力
な旺
働
と
して
挙
げ
られ
て
い
る

の
は
、
事件
の
朝
附近
の
田
圃
の畦
の
間

に
「圃
かれ
で
あ
るの
を
」
発
見ε
れ
た

犬
釘
恢
ざ用
の
バ
ー
ルと
ボ
ルト
を
締
め

る
ス
パ
ナ、
お
よ
ぴ被
告
の
自白
で
あ
る

⊂
れ
ら
のパ
ー
ル
とス
パ
ナ
は換
堪
側
の

い
う
と
ころ
に
よ
ると
、
被
告の
あ
る
書

が
、
八月
十
六
日夜
松
川
駅
欄内
の
器
具

鼠
ぴ
ら盗
み
出
した
も
の
とな
って
い
る

と
こ
ろ
かこ
の
パ
賛ル
に
はX
・Y
な
る

ゴ
シ
ッヶ
文
字
が刻
ま
れ
てあ
る
の
だ
。

てれ
は
ヤス
リ
でけ
づ
つ
た跡
かあ
る
。

器
昌
俵の
人
は
ての
よ
う
なバ
ー
ル
を
か

うて
貝」～⊂
ζかな
い
と
い
い、
叉
わ
れ

わ
れ
が
現鵬
く
盟間
し
た
工夫
の
人
も十

五
年
間の
微
通
生活
中
そ
んな
物
を
見
た

覚
え
はな
い
と
いう
。
ま
たス
パ
ナ
に
し

て
も、
長
さ
七
寸九
分
の
モ
ンキ
ス
パナ

で
線路
の
ボ
ルト
が
は
ず
せな
い
こ
と
は

松
川線
路
工
手長
およ
ぴ
他の
鉄
直
技術

者
の証
言
ず
Oとこ
今な
のた
。
殿
坦
、

は
約
丁
爪の
長さ
の
片
ロス
パ
ナ
に
さ
b

q
…
:
1

.…

...…
ー
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に
一米ほ
ど
の
パ
イプ
を
つ
けて
ボ
ル
ト

ナ
ット
の締
め
はず
し
を
行
う。

こ
の
よう
に
物
的証
衡
か
きわ
め
て怪

し
い
のに
、
自白
の
方
は
どう
だ
ろ
う

わ
れ
われ
が
仙台
画
場
裁
判所
内
の
刑

務
所て
薩
接赤
間
勝
顎
氏
から
き
いた

と
ころ
に
よ
ると
、
良
臼は
鯖
神
的姥

間
の甲
に
なさ
れ
た
も
のと
い
え
る。

他
の被
告
の場
合
ご同櫨
、
先
づ
「鉦

勘
は山
ほ
ど
ある
。
お
前の
仲
間
の煙

甲
も♂
ご
に
自白
し
た、
み
な
が
お筋

の
や
うた
こ
とを
紹
め
て
い「'9」
と
い

うぐ
あ
い
に被
告
左
孤
ウ状
懸
に陥
れ

b。
そ
し
て自
白
す
れば
覇
も
少
しは

軽
くな
る
、と
いい
、
また
自
白せ
ね

ば、
お
前
の
一家
禽

牢獺
に
ぶ
ち込

んで
や
る
、と
お
ど
か
ず。

し
かも
こ
れか
朝
の
几時
ご
(か
ら夜

十
一時
、
時に
は
夜
半
の
二時
近
ー、ま

で観
いた
晴
「私
は
も
う本
当
に
自殺

11たく
な
つた
」
と
赤間
仇
は
い
った

七
し
て
被告
κ
ち
は椙
♪の
暗
爪通
り
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「
ド
イ

ッ
チ
三
ソ
ン
ド
・
ド
イ
ッ
チ
ェ
ラ

ン
ド
・
ユ
ー
バ
ー
・ア
ル
レ
ス
」
ナ
チ
ス
董

な
り
し
日
の
こ
の
ド
イ
ツ
国
漱
は
蓼

の

よ
う
な
過
ぎ
し
日
を
わ
れ
く

に
回
想
さ

せ
る
。
そ
し
て
い
ま
ふ
た
た
び
西
ド
イ
ツ

国
歌

「ド
イ
チ
ェ
ソ
ン
ド
」
の
襯
活
を
裂

盟
ず
る
潤
か
ほ
う
は
い
と
し
r
沌
き
起

つ
て
い
る
。

〈
,冴
ム
る
自
全
年
肘
プ

レ
ス
ロ
ウ
大
字
大
掌
部
の

一教
授
か
ヘ
ル
ゴ
"
ン
ド

島
に
過
1
1み
"
玖
暇
に
作

崎
し
嬉
」
の
r
ひ
、
ハ
イ

ド
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗

鍵

せ
り
れ
て
始
め
で
臥
わ
れ
た
の
㈱
、
封
"
胴
君
出
制

に
か

、
っ
に
ド
イ
ソ
共
和
国
を
も
っ
て
せ
よ

G説

い

て
ブ
リ
イ
ノ
ル
グ
曳
学
'
ぬ
わ
れ
た
一
教
摸
の
た
め

に
ハ
ン
ソ
ル
グ

㎝
か
れ
た
・¢
玉
や
か
な
民
」
↓
血

レ"
U
超
w
、目に
中⑩
い
で
ゃ
あ

っ
た
～
伝
・λ
ら
れ
る
。

篠
算
ア
ヂ
ス
、
ド
イ
ソ
の
国
歌
ζ
な

っ
た

「ド
イ

ッ
チ

ェ
ソ
ン
よ

は
か
く
'・
余
り
に
も

「民
五
↑
轟

的
」
で
あ

つ
」
い
う
故
靴
も

っ
て
長

い
虚
待
の
通
を
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辿
◎こ
と
Σな
.た
。
こ
の歌
が
掌校
の
唱
診樂
に

の
るよ
う
にね
,た
の
は世
祀
ひ
あ
bた
ま
った
後

であ
り
、
こ
れ
、"国
歌
GしC
採
用
した
の
はド
イ

ツ帝
國
が
減
亡し
、
そ
の廃
腹
の
上
に謬

され
た

ワ
イ
マー
ル数
相飼
の
初代
大
統
領
ノリ
ド
リ
ジヒ

●
エー
ベ
ル
トで
あ

た〇

一九
二
.二年社
会
民
⊥覚
の
大
覇
の
下
では
じ

自
白を
行
って
い
った
のぐ
あ
る
。

赤
閲氏
は
=
十歳
の
払朴
8湾
年
、
あ

る
。
彼か
ま
うさ
き
に
遠
捕
密
れ
「自

白
」
し、
そ
の
自
白に
よ
り四
次
に
わた

る
検
挙
か行
わ
れ
たの
た
.た
。
し
かし

晴
小雀れ
た
臼
臼は
船寅
と食
違
うて
い

た
。た
と
え
は
、
自白
に
よ
ろと
、は
ず

さ
れ
た綴
路
の
つ洋
目
板は
レ
ー
ル
の
}

端
一ヵ処
の
=
板
〔ボ
ルト
四
本
)で
あ

り
原判
決
も
之
を認
め
て
い
るか
、
てん

ぷ
ー、現
囑
で
は
廿
五米
の
レ置
ル
の
岡端

の
つ
ぎ目
板
か
取り
はず
さ
れ
て
いた
。

つ
まり
二ヵ
処
四枚
の
つぎ
目
板
(ボ
ル

ト
八本
)
が
はず
ざ
れ
一本
の
レ
ー
ルは

十
=一米
も
は
ねと
は
さ
れて
い
た
のこ
あ

る
。こ
れ
は
検察
側
ひ
璽件
頂
後
侮
った

換
証劃
面
に
も、
微
迫当
局
の
講哉
報
告

諮
にも
漢
た
粟北
大
学
ての
他
の軸
蟹
た

ち
の科
掌
鑑
蛋
に
も明
記
さ
れて
いる

事実
殊
の
で
あ
る。
だ
のに
、
判決
は
「

自由
」
を
認
め議
た
主張
せ
ざ
る
をえ
な

か
った
。
=
ヵ処
の
つぎ
目
板
をは
ず
し

たこ
と
皆
認
めた
ら
、
犯行
の
時間
そ
の

他時
間
上
の喰
違
い冴生
し
つ危険
が
あ

,た
の
だ
。此
の
よ
う
に組
立
てら
れ
た

判決
で
は
、
一ヵ処
でポ
ロを
出す
と
、

たち
ま
ら
にし
て
全
佑
が
崩
れ
て
し
ま

う。珈匝
判
決
ひ
いか
に
出
た
っめ
の
もの
で

層一胃印=二曜
■
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で無
残
に
も旅
殺
さ
れ
たこ
と
で
あ
つ。

西
ド
イ
ソ
の
小イ
ス大
統
領
に
対し
て
「ド
イン

チ
ェラ
ン
ド」
の
復
活
な陳
憎
し
てや
ま
ぬ
嫡方
政

府や
民
間
団体
の
土
飯
の第
一点
は、
第
=
簡雪
含

めた
こ
の
歌
を速
に
岡歌
と
し
て
陶制
兄
ぜ
ぬか
ぎ

り、
アデ
ス残
覚
結
鳩
のシ
ン
ボ
ルと
し
で
数牢
前

の形
ぐ
利
則さ
れ
て
し
まう
と
い
う
こと
であ
り
、

あ
る
か
は
お
いお
い瓢
露
され
て
い
る

び
、そ
の
中
ぐも
、
裁
判
塊長
尾
悟
によ

る
肩力
な
証
衡島
の
握
り
つぶ
し
を
いわ

ね
はな
ら
な
い。
そ
れ
は、
醸

剛雄
被

告
の贈
康
齢
断4
で
あ
る。
彼
は
判決
に

よ
ると
八
月
十七
日
零時
・ト
ρ他
の
二人

と
とも
に
泥閣
か
ら
恥件
現
場
鼠ご
往
復

約六
男
あ
まり
の
道
を歩
き
て
んぶ
ー、工

傾を
行
った
こと
に
な
って
い
る。
し
か

る
に高
膳
氏は
一九
四四
年
列
贈と
ノ
ォ

ー
ムの
間
に狭
ま
れ
左坐
肴
構
折
の距
纒

で入
院
し
、退
院
優
も完
全
に回
復
し
て

いな
か
った。
長
尾
裁判
長
は
これ
を
確

め
るた
め
に当
時
診
断
に当
った八
子
幸

聯
灘

繕
鰍

藩

痴
走・離
彊
蓑
の奢
(蚕

穫
)
は
不能
ぐ
あ
った
め
う
、
と述
べ
ら

れ
て
あ
る
。私
た
ちも
こ
の
判
決の
述
べ

る巡
を
思巽
に
た
ど
って
み
た。
到
詣
の

翌
目
の
こ
とで
あ
る。
半
は
以上
は
線
路

沿
いで
あ
るが
、
途
甲ト
ン
素
ルの
田
を

越え
、
畑
を突
切
り
土手
を
は
い上
り
駈

け下
り
砺
件現
場
ま
で歩
い
た
。
=晴
間

十
分
ほ
ど
かか
った。
残
警
の
せ
いら
あ

った
ろ
う
。し
か
し
、当
時
瓜
雨上
り
で

山直
は
悪
か
った
のだ
。
判
決
では
、
片

道約
三
里
余り
の
こ
の道
を
一晴間
三
十

ジび
ロ

のの
お　に㎜∂

湧
き
出
た
復
活
の
声

運
命
の
"
国
歌
ド
イ
ッ
チ
ェ
ラ
ン
ド
"

め
て
脚
光
を
あ
び
た

「
ド
イ
ク
チ
ェ
.フ
ン
ド
」
は
、

つ
い
で
超

った
ナ
チ
ス
圓
代
に
も
引
続
い
で
国
欧
と

し
で
一夢
け
つ
か
れ
、
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ッ
ソ
の
旗
剛

と
と
ら
に
全
ド
イ
ソ
の
空
を
お
う
っ
た
わ
け
で
あ
る

だ
か
、
こ
、
¢
忘
れ
b
れ
て
な
ら
ぬ
の
は
、

「団

結
、
正
瑚
お

へび
鴇
由
」
を
た
か
っ
か
に
う
た
い
あ

げ
た

「ド
イ
ッ
チ

ェ
.ワ
ン
ド
」
の
宴
髄
を
な
ず
踊
三

節
か
、
他
の
あ

,
ゆ
る
自
由
と
、
も
に
ナ
チ
ス
の
手

ア
デ
ナ
ウ
ァ
ー
酋
相
も
♂

の
一詣
取
に
圏
い
て
い
O
と

い
わ
れ
る
o
し
か
し
、
シ

轟
ー
マ
シ
ハ
ー
の
社
蚕
民

王
冤
は
、
か

っ
て
計
ラ
民

主
党
の
大
鞠
頒
の
卦
ぐ
国

欧
と
し
て
制
竃
さ
れ
た
`
の
歌
か
あ
蕉
り
に
も
ナ
チ

ス
の
名
～
彫
れ
難
/
、叩
象
さ
れ
て
い
う
と
い
う
理
田

で
再
制
兄
に
反
対
し
て
い
ろ
o
踊
二
点
は
、
弔
西
ト

イ
ツ
人
の
心
の
桝
け
橋
に
利
用
し
た
い
こ
い
う
こ
と

で
あ

り
。

「ド
イ
ン
戸
エ
ツ
ン
ド
」
は
何
処
へ
行
く
?

そ
り

行
処

」
そ
明
日
の
ド
イ
ソ
冷
購
爪
す

'6も
の
ご
あ

つ

う
。

(
M
・
M
)
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つ

数
分、、歩
い
た鵬
に
な
つ
て
いる
。
穰

被
告
の
よう
な体
の
具
合
⊂は
と
つ考
え

て
も無
朗
㍑強
行
距
の
よ
うに
思
えた
。

しか
し
彼
が歩
いた
こ
とか
判
決
の窒

に
は
「跡要
」だ
った
のだ
。
1
ての
診

断瀞
は
拠
り
つぶ
さ
れ
た。

こ
の
よう
な
裁
剃
に対
し
ては
内
外
の

酪

体か
ら
の
藝

起
・・
秦

竺

台
弁
誕士
倉
及
び全
国
各
地
の弁
遵
陣

が
こぞ
り
立
って公
正
な
審査
を
要
求

つ
い
に、
裁
判
は第
↓歩
から
や
り直

し
と
なり
目
下
第
二審
か
行わ
れ
て
い

る
。
しか
し
新
聞を
は
じ
め報
煎
機
関

は
」の問
題
仔
取上
げ
よ
うと
も
し
な

塁輪
冨士屋

制ゆ定評
一

会
ヂ
モ
の
さ
い
逮
浦
さ
れ
た
か
、
四
月
三

日
山ハ晴
譜
一↓
人
万
即験

さ
れ
丙凡o

僑
瓜
(
鳳
デ
モ
の
当
日
、
河
原
町
...飢
附

}.叫
∵
川
端
贈
上
野
刑
"
指
欄
の
.
小
陳
に

よ
り
検
束
さ
れ
、
跳
十

㎜
H
公
.,
筑
行
妨

響

蝉
.
届
訴
さ
れ
、
終
叱
凱

拙

.
右

使
し

」
い
た
も
の
で
あ
る
。

☆
ト
ー
フ
に
針
さ
し
て
☆

昌

小
窟

高
縦

で
は
、

環
既

科
の

禽

女
.を
掌
璽
が

蟻
つ
て

〃
針
供

小

猶
"

を
行

っ
た
。
.祭
狙
に
は

「淡
禺
大
明
禅
」
を
祭
り
、
搏
謬
の
針
箱

一
を
明
け
て
・
前
に
岡
か
れ
て
い
る
扁
贋

に
、
そ
お

っと
刺
し
、

「せ
め
で
.今
臼
だ

け
が
も
や
わ
ら
か
い
亀
の
の
上
に
。」と
お

針
練
に
祈
り
を
纏
げ
、
初
舞
の
ひ
と
と
き

を
漿
し
く
過
し
た
o

決
の
d
い、
あ
る
捜告
は
思
わず
「あ

な
た
は
本気
ぐ
わ
れわ
れ
靴
召願
と
い

って
い
るの
か
」
と難

に叫
び
、

た
め
に彼
つ金
鰍退
崩
を
命じ
ち
れ
た

と
い
う
。あ
皮
り
のー
・や
し
βに
み
な

泣
い
たと
いう
。

わ
れ
われ
は
謹
も
「匿
は
翼面
目
に
こ

凸
8

◆

◆

号月四

一}
綿
紡
百
六社
は
こ
の
三月
一日
よ

り
三ヵ
月
期限
で
四
割「操
矧」に
は

い
った
ー
と
い
う
よう
な
記
事
を

この
ご
う
よー、兇
か
け
る。
搬
短と

は紡
継
斎鯨
か
く
ず
るこ
と
か
と思

った
ら
大ま
ち
が
い
o紡
横
業
のみ

な
ら
ず
現在
の
H
本
全
産
繁
に
踵く

のし
か
」
つて
い
る
問
顕
で
あ
るo

拠
知
と
は拠
葉
灼
硝
の
こ
と
亀剛

凌
紡
綴
にと
って
い
う
と
、
綿
紡百

六
社
はへ
理
在
の
生
厘
能
力
に
よる

一
憬
大
生
産鳳
り
六割
以
上
凌
鮪彪
し

瓢

「ソ
ッ

ー
-
呂ト椅

鰯
」新
し
い
面
は

期
曾
で渚
な
い
が

い
隈
隈で
断
片
的

な
紹
介を
線
含
し

て
闘
昧が
あ
る
。

て
は
いけ
な

い
と
い豊

薯

の
「勧

告
」
が
綿
紡

四
潔

糎
で

あ
る
。勧
告

で
は
あ
る
が

、
寧
陣
は
命

　{

こ
の原
因
は
、紡
劇
協
会
によ
る

・飛
琿拡
達
盛
目標
が
数
年優
に
ズ
一}

ラ
され
た
た
めで
、
米
英
紘綱
む
操

短
をや
る
ほ
ど綿
製
品
が過
剰
と
な

{

弓
て
いる
か
ら、
日
本
で
はA,後
二

功
年ぐ
ら
い
は操
短
を
つ
壁け
な
け

{　

れば
な
る
ま
いと
寛
て
い
る。
し
か

嗣撮
窺
は
綿紡
だ
け
でな
く
、
人綿

胃

で
は六
大
メ
ーカ
ー
が
自撹
的
にす

誕
課
蝋
、笏
聾

いう
ち
に
=割
櫻
触
は
必鰹
と
みら

四
十
年
以
來
の
指
定

帽角

マ
ル
呂
角
帽
店

蕎藝翻::

嗣
引
雰配
付
もれ
の

方
は
この
馨
劫
抜

三
脚利用
下
さ
い

竃ク
鮨マ
ノ⑦
神
一社
八ル
ー一上
八四
播側暫

 

鰹襲
躯
醒

ふ
る
つ
て
ご
入
会
あ
れ
/

会
震
簾

λ
倉
碍

切
心
看
の
方に
は
と
くに
観
切
に教
え
ま
す

晦
日
跨
年
開場

麗
大
電剛
倒
(吉
田ク
弓ザ
内
)

学
生
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

」
-

甲で
も
一九
五
五
年の
岡
想
は考
え
宣
せ

られ
る
。幣
頭
蔑
園醤
識
門新
し
いナ
シ

瑠ナ
リ
ズ
ム」
と
ラ
ッセ
ル
「人
楠
の
抗

争
」
は力
あ
る
馳
文だ
。
六
つ
の陽
摺
創

作
の
甲
で阿
郁
矧
=の
「投
樹
」、
粍
仏

邦
人
の躍

を
に
じみ
出
し
ゾ.岡
。
　月

唇
刊
以
来
の
本d翻り
前
進
は
日
M
コ
。

座
談
会
「政
治
と
文掌
首
」
など
の
不
充

分
さ
も今
後
の
墾

閉
待
し泥
い
。

(
=
6

円
)

バ
けの
ロ

ヨ{

一 一一1

短1
___・ ●

1-　 一゜

田
L_,.

い・か・し毒

雲

置

望

簾

鞠

驚
磐

陛
妊

で
労
働浬
動
に
対す
る
脚
圧か
激
し
く

な
った
のは
事
輿な
の
だ
。不
正
か
合

法
化さ
れ
よ
うと
し
て
い
るo

わ
れ
われ
は
鰻
終日
刑
務
所ぐ
被
告
の

◇
揃
遊
欄
投輌

天
寒
と
要

k
た
が
い
協
ま

を
蓼

▼寧

た
助
乱
.¢れ
た
。
「あ
な
た
」ち
も
い
つ

数八
肖
4
以内

こ
ん
ね
ふ
つに
デ
ノチ
上
け
られ
る
か
分

▼紙
上
匿
名珂

讐

整
瀧
籔
箋

飢
繹

所
に
お
ね
が
い

 
国
銚
に
は
無
駿
を
確
僑
ず
る
力
か
こ
も
っ

私
は
軽
」
r
レ
て
伊
勲
所
の
桝

一
に
な
り

て
h
た
。

「あ
な
た
、
ち
学
生
の
方
、
し

お

の
く

同
御
し
ご
い
る
も
の
ぐ
ず
。
前

っ
か
っ
や
っ
て
下
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
ち
映

角
は
非
』
r
明

っ
、
の
て
ナ
が
、
こ
の
除

し
て
暖

し
漢
せ
ん
か
ら
o」
m

」肺
鞘
穣

一
つ
伊
鰻

川
に
お
24
か
い
し
た
い
こ
と
か

に
為
か
.Cれ
て
い
り
佐
藤
被
告
は
別
樫
の

あ
り
・
、」
。

〆
2ー
は
、
m
沈

一し

っ
ぺ
、

令
と
同
他
に3
ぴ
し
いも
の
で
、願

冒憾
剛
時
工踊
(
程

し
、
も
し六

割
以
上
の欲
庵
を
し
て
いれ
ば
通産

省
は
回
細輸
人
の
ド
ル為
椅
の
割当

を救
りず
こと
か
で
き
る。
こ
の総

紡四
翻

短ご
綿
茶
牛π
は
仇
濯の

一ヵ
月
十八
万
コォ
リか
っ十
五万

コ†
リ
に
トる
わ
け
たが
、
世
騨網

糸
伽
の
粥紬
状
況
か
?
0ゐ
と
これ

で
も
λ
だ多
ず
き
る
のe
、
三
ヵ月

後
て
は
'てれを
十
=
,カ
ユオ
u
にま

で
漁
っず
こと
に
な
.て
h
る
●

れ
て
い
る。
こ
の操
鰹
は
日
本

の
み
な
らず
「面
由世
界
」
共

通
の
な
やみ
で
、
これ
疑
打開

す
る
みち
は
岡
民
の生
活
水
糖

購
岡
力詑
16
め
る
か、
あ
る
い

}
は
如
拡景
灘
を
あ
ふる
し
かな

い。「撮
麗」
の
勧
告を
う
け
た

会
社
は
、
要
す
る
に
生
涯
量

仁
す
ー、

一・

な
く
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
綴
械
り

一

一

部笙

か、
休
遺

増
加
と
蹴

う方
広
も
あ
るか
、
葵際
は
紡
縦女

工
の
蚕

窒

(現耗
=
万窓

)
に
よ

っ
て
処
瑚
し
て
い
る
。
だ
か

[}

ら
操
短
力
氷
魏
す
れ
ば

「璽
帰
り
」

一}

は
寓
は
ク
ビ
切
り
に
な
る
わ
け
で
、

}皿↓

大
メ
ー
カ
ー
は
と
も
角
、
新
脇
紡
繊

一}

や
小
紡
韻
は
人
鎖
整
瑚
よ
り
娼
会
社

・

そ
の
も
の
か
整
瑚
さ
れ
て
し
ま
う
と

濁
霞

であ
る
。

一

静
察
ぴう
け
るた
び
に、
掴
当
の戻
播
が

変
る
Cと
た
ので
ず
。
これ
で
は
翼
に科

掌
的煎
症
状
の追
跡
は
で
きな
い
で
しよ

う
し、
琳
実、
私
臼
塀医
煮
に
よ
って
、

ち
か
った
獲生
を
い
わ
れた
こ
と
もあ
り

濠
す。
京
大
の結
研
で
は照
'
h
医師
を

揃
驚
てぎ
る
そう
で
ず
が、
保
勲
所
でも

繊
煮
の絹
導医
師
迩
決
め
るな
と
の方
法

鵜
と
っで.い
に
ゃけ
瓢
せ
で々
し
よ
・つか

(京
穴法
M
餓
)

清罐
の

水磯

菓遍

舖
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五
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光
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京
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生
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下
宿
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へ
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走
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学
生
潔
仕
の店

百
万
邊
逞
逡
店
へ

・

農 募

大 辺交

西 叉
.点
門 北

通 丁
東
り 側

620

9




